
第7回 技術士制度・試験講習会 
 
(3)-1 
試験申込書、業務経歴票（証明書）、 
口頭試験の心構え・体験談 
               （配布・HP掲載用） 
 
平成29年2月18日（土）   場所：原子力安全推進協会 
 
技術士（原子力・放射線部門） 中村 晃 
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１．受験の心構え 

技術士会ホームページを熟読すること 
技術士第一次、第二次試験の実施について 
技術士制度について 
技術士試験 受験のすすめ 
技術士試験実施大綱 
受験申込み案内（配布期間のみ掲示、ダウンロード可） 

 
第二次試験では、 
受験申込書（業務経歴票）、筆記試験、口頭試験により
技術士としての専門知識及び高等な専門的応用能力
を有していることをアピールすること。 2 



２．第一次試験 受験申込み 

 受験資格 
年齢・学歴・国籍・業務経歴等による制限はない 

 受験申込書の入手 
申込書の配布 平成29年6月9日(金)～7月3日(月) 
日本技術士会ホームページからダウンロード（推奨：PDF入力可） 
日本技術士会技術士試験センター（渋谷区）で入手or郵送で請求 

 受験申込書受付期間（平成29年度） 
平成29年6月22日(木)～7月3日(月) (土曜日・日曜日を除く) 
原則郵送(書留郵便(7月3日(月)までの消印のあるものは有効) 

 受験手数料（11,000円）は金融機関への振込、ネットバンキング可 
 試験日 平成29年10月8日(日) 
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2.1 第一次試験 受験申込書 

 PDFサンプル 
 

 提出書類 
・受験申込書 
・写真 
・受験手数料 
 払込受付証明書 

4 平成28年度 第一次受験申込書 



３．第二次試験 受験申込み 
                        （総合技術監理部門は除く） 
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日本技術士会HP/試験・登録情報 
「技術士制度について」 
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※理系の大学院・博士課程の在学期間 
（最大２年）を当該期間から減じる 

 受験資格 



3.1 第二次試験 概要 

 受験申込書の入手 
申込書の配布 平成29年4月3日(月)～4月28日(金) 
日本技術士会ホームページからダウンロード（推奨：PDF入力可） 
日本技術士会技術士試験センター（渋谷区）で入手or郵送で請求 

 受験申込書受付期間（平成29年度） 
平成29年4月7日(金)～4月28日(金) (土曜日・日曜日を除く) 
原則郵送(書留郵便(4月28日(金)までの消印のあるものは有効) 

 受験手数料（14,000円）は金融機関への振込、ネットバンキング可 
 筆記試験日 平成29年7月17日（月・祝） 
 口頭試験日時 平成29年11月から平成30年1月までのあらかじめ

受験者に通知する日時 
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3.2 第二次試験 受験申込書サンプル 

 
 提出書類 

・受験申込書 
・業務経歴票 
・写真 
・受験手数料 
 払込受付証明書 
・技術士補となる資 
 格を有することを 
 証明する書類 
 （第一次試験 
  合格証等） 

7 平成28年度 技術士第二次試験受験申込み案内 

    次ページ参照 



3.3 第二次試験 選択科目/専門とする事項  
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技術部門 

選択科目 
専門とする事項 

    

平成28年度 技術士第二次試験受験申込み案内 



3.4 第二次試験 業務経歴票［証明書］ 

 専門とする事項の業
務内容（計画、研究、
設計、分析、試験、
評価、指導）が望ま
しい 

 集約して4～5業務を
記載すること 

 口頭試験で試問され
る 
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平成28年度 第二次受験申込み案内 

    



3.5 第二次試験 業務内容の詳細 

 リーダー、責任者、
教育・指導的立場
での業務内容（計
画、研究、設計、分
析、試験、評価、指
導）が望ましい 

 業務の課題をいか
に解決したか（課題
解決能力） 

 問題点を見つけ、
どのように改善した
か（PDCAの観点） 

 口頭試験で試問さ
れる 10 

平成28年度 第二次受験申込み案内 
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720字以内、図表不可      

転 

承 

起 



４．口頭試験 概要 

平成29年度技術士第二次試験実施大綱 
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試問事項 配点（合否判
定基準） 

試問時間 

Ⅰ 受験者の技術的体験を

中心とする経歴の内容及び
応用能力 

1.経歴及び応用能

力 

60点（60％以

上の得点） 

20分（10分程

度の延長あ
り） 

Ⅱ 技術士としての適格性及

び一般的知識 

2.技術者倫理 20点（60％以

上の得点） 

3.技術士制度の認

識その他 

20点（60％以

上の得点） 



4.1 口頭試験の準備 
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試問事項 準備すべきこと 

Ⅰ 受験者の技術

的体験を中心とす
る経歴の内容及
び応用能力 

1.経歴及び応用

能力 
・受験の動機と今後の抱負 
・業務経歴票と業務内容の詳細 
  簡潔に説明、想定QA（失敗した例など） 
・選択科目Ⅲ（課題解決能力）の解答復元 
・論文 

Ⅱ 技術士としての

適格性及び一般
的知識 

2.技術者倫理 ・技術士会の倫理要綱、技術者倫理 
  想定QA（倫理に反した場合の対応など） 
・原子力学会倫理 
・最近のトピックス（偽装問題など） 
  倫理に欠けることでニュースになった例 

3.技術士制度の

認識その他 
・技術士法の理解 
  第一条（目的）と第二条（定義） 
  技術士の３義務と２責務（暗記＋理解） 
  罰則 
・技術士CPD、APECエンジニア、特許 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
技術士を受験した動機は何ですか
技術士になったら今後どうしますか
経歴を簡単に説明して下さい
今までに失敗したことはなかったですか
（失敗したから技術士の資格なしではなくて、失敗にどう対応したかが聞きたい。）

上司が倫理に反する指示をしたらどうしますか

１．信用失墜行為の禁止　
２．秘密保持の義務　
３．名称表示の義務　
４．公益確保の責務　
５．資質向上の責務



4.2 口頭試験 体験談及びアドバイス 

想定試問に対する回答を作成し、暗記するまで声を出
して練習した。練習することにより、口頭試験では落ち
着いて回答できた。 
 

 スーツ着用、清潔な身だしなみ、遠方者は前泊 
入室時には受験番号と氏名を言う 
口頭試験官が自分とは他の専門であることを想定 
試問に対して、口答えや批判めいた回答はしない 
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